
学校の授業を、家庭でも！ 

国語の授業って、実は、こうやってできてます！ 第２号 

 

今回は、さらに詳しく、国語学習についてお話しします。 

少し、専門的な内容になりますが、学習の大切な部分です。 

それでは始めましょう。（アウトラインの番号は、前回からの続き番号です。） 

 

（３）学校では、「何を」「どうすること」が目的？ 

 学校での授業の根拠となる「小学校学習指導要領解説国語編（文部科学省, 平成

29年告示）」では、「読むこと」の指導事項（文学的な文章）を次のように構成

しています。（こういうことを学校で教えなさいって意味です。） 

 
 「何を（ピンク）」、「どうすること（黄色）」が目的なのか、示されていま

す。内容については、発達段階に合わせて、ステップアップしていきます。 

注目していただきたいのは、どの学年も共通して、「①構造と内容の把握」「②

精査・解釈」「③考えの形成」「④共有」の４つの学習過程が示されていること

です。 

  

 



これらを「育てようとしている力」として、次のように言い換えることができる

と考えます。 

 
 

（４）もう少し具体的に見てみましょう 

  

これらを踏まえて、３年生、４年生の文学的な作品（物語）の学習を家庭で取り

組むとしたら、 

 

①「誰が何をしたのかを、文章から正確にとらえる」 

②「文章に書いていないこと、場面からを想像する」 

③「文章の内容について、（自分の経験と重ねて、）気づいたこと（似ていると

ころや違うところ）を家の人に伝える」 

④「書いてある同じ部分について、家の人の考えを聞き、自分の考えとの違いに

気付く」 

 

といった具合になると考えられます。 

 次は、①～④について、３年「すいせんのラッパ」を例に、もう少し具体的に

どんな風に教えればいいのかを考えてみます。 

 

今回はひとまずここまで。いかがでしたか？少し、専門的な内容だっ

たので、難しいところもあったと思います。次回は、具体的に、どん

な風に教えるのかについて、具体的な話を続けますね。 

ありがとうございました。 

 


